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	I-(3)　実験動物等を用いた食品素材の体内動態評価（リーダー：山中典子）
	目的
	研究内容
	/I-(3)-1　ナノスケール食品素材の免疫学的安全性の解析と評価（担当：井上正康）
	I-(3)-2　実験動物および培養細胞を用いたナノスケール食品素材の生体影響評価（担当：山中典子）
	I-(3)-3　経口摂取されたナノスケール食品素材の免疫学的応答性の解析（担当：渡辺純）
	I-(3)-4　実験動物を用いた抗酸化ナノ食品素材の体内動態評価（担当：林宏紀、稲熊隆博）
	I-(3)-5　マイクロチップを用いたナノ食品素材のバイオアベイラビリティ解析システムの開発（担当：佐藤記一）



